
JP 6134500 B2 2017.5.24

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　家屋の耐震性を向上させるために壁を補強する耐震構造体であって、
　隣り合う左右の柱と、この左右の柱の間に位置する上梁部材と下梁部材とで構成され、
内部に四角形状の空間が形成される四角形枠と、
　前記四角形枠の内部の空間に嵌め込まれ、少なくとも左右に２分割された四角形状の補
強壁と、
　前記各分割補強壁は、予め複数本の角材を固定具で仮連結したユニットとして構成され
、
　前記分割された補強壁の内、左の分割補強壁を左の柱に固定する固定具と、右の分割補
強壁を右の柱に固定する固定具と、左右の分割補強壁同士を固定する固定具と、
　前記上梁部材と前記下梁部材とのそれぞれに固定されてなる受梁と、
を備え、
　前記各分割補強壁の上端部と下端部は、前記上梁部材に固定された受梁と前記下梁部材
に固定された受梁に、それぞれ固定具で固定されている
　ことを特徴とする耐震構造体。
【請求項２】
　前記補強壁は、左右の柱の間で３分割され、３分割された補強壁の内、左の分割補強壁
を左の柱に固定する固定具と、右の分割補強壁を右の柱に固定する固定具と、中間の分割
補強壁を左の分割補強壁と右の分割補強壁とにそれぞれ固定する固定具とを備えている
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　ことを特徴とする請求項１に記載の耐震構造体。
【請求項３】
　前記３ユニットの各分割補強壁は、前記固定具として、前記角材の先孔に圧入させたド
リフトピンとコーチボルトとの組み合わせを用いて、
　前記左の分割補強壁は、前記ドリフトピンで仮連結された状態で、コーチボルトが左の
柱にねじ込まれることで、左の柱に固定され、
　前記右の分割補強壁は、前記ドリフトピンで仮連結された状態で、コーチボルトが右の
柱にねじ込まれることで、右の柱に固定され、
　中間の分割補強壁は、ドリフトピンで仮連結された状態で、コーチボルトが左右の分割
補強壁にそれぞれねじ込まれることで、左右の分割補強壁にそれぞれ固定されることを特
徴とする請求項２に記載の耐震構造体。
【請求項４】
　前記中間の分割補強壁には、コーチボルトの頭部を正面側若しくは裏面側からねじ込み
操作するための溝が形成されていることを特徴とする請求項３に記載の耐震構造体。
【請求項５】
　前記各分割補強壁の突き合わせ端部の間に、ダボが打ち込まれていることを特徴とする
請求項１～４のいずれか一項に記載の耐震構造体。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の耐震構造体が組み込まれた耐震家屋。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、新築中の家屋、あるいは既に完成した家屋の耐震性を向上させるために壁を
補強する耐震構造体およびこの耐震構造体が組み込まれた耐震家屋に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば、軸組構法により既に完成した家屋の耐震性を向上させるために壁を補強
する耐震構造がある（特許文献１参照）。
【０００３】
　この耐震構法は、図１２（ａ）（ｂ）のように、立設した隣り合う２つの柱４，５と下
側水平梁６と上側水平梁７とで構成され、内側が空スペースとなった矩形枠１０を得る工
程を含んでいる。また、矩形枠１０の内部に、下側水平梁６の上に載せるとともに２つの
柱４，５で挟まれた状態に矩形状の補強壁２０を嵌め込むとともに、補強壁２０を矩形枠
１０に固定する工程を含んでいる。
【０００４】
　そして、両側の柱４，５の間の下側水平梁６の上に柱４，５と平行に複数の角材１３を
設けるとともに、１又は２以上の角材からなる中央部以外の角材１３－１～１３－４，１
３－６～１３－９をコーチボルト１４で順次柱側のものに対して取付ける。
【０００５】
　その後、中央部の角材１３－５を、中央部を挟む両側の角材１３－４，１３－６に設け
られた通しボルト１５を介して両側の角材１３－４，１３－６により挟持することで、補
強壁２０の嵌め込みと固定とを行うものである。
【０００６】
　かかる耐震構造は、立設した隣り合う２つの柱４，５と下側水平梁６と上側水平梁７と
で構成される矩形枠１０の内側で、補強壁２０を下側水平梁６の上に載せるとともに２つ
の柱４，５で挟まれた状態に嵌め込んで固定する。したがって、矩形枠１０の少なくとも
３辺を補強壁２０の３辺が支持する状態となって、矩形枠１０の変形を抑制することがで
きる。よって、既設若しくは新築の家屋に対しても、比較的容易に耐震構造を組み込むこ
とができる。
【０００７】
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　また、２本の柱４，５の間に複数の角材１３－１～１３－９（本例では９本）を１本ず
つ順に取り付けていくことによって、矩形枠１０の内側に、矩形枠１０の変形を抑制する
補強壁２０を組み込むことができる。したがって、経年変化により歪みが発生した柱４，
５間にも容易に取付けることが可能になる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２０１０－１２１３９８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、特許文献１では、家屋の施工現場において、２本の柱４，５の間に複数
の角材１３－１～１３－４と１３－６～１３－９を１本ずつ順にコーチボルト１４で取り
付けていく作業が必要である。その後、中央部の角材１３－５を両側の角材１３－４，１
３－６の通しボルト１５で挟持する作業が必要である。
【００１０】
　そのため、施工現場での作業工程が増えて、施工時間が増加し、施工コストが高くなる
という問題があった。
【００１１】
　本発明は、前記問題を解消するためになされたもので、施工現場での作業工程が減少し
て、施工時間が短縮でき、施工コストが安くなる耐震構造体およびこの耐震構造体が組み
込まれた耐震家屋を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　前記課題を解決するために、本発明は、家屋の耐震性を向上させるために壁を補強する
耐震構造体であって、隣り合う左右の柱と、この左右の柱の間に位置する上梁部材と下梁
部材とで構成され、内部に四角形状の空間が形成される四角形枠と、前記四角形枠の内部
の空間に嵌め込まれ、少なくとも左右に２分割された四角形状の補強壁と、前記各分割補
強壁は、予め複数本の角材を固定具で仮連結したユニットとして構成され、前記分割され
た補強壁の内、左の分割補強壁を左の柱に固定する固定具と、右の分割補強壁を右の柱に
固定する固定具と、左右の分割補強壁同士を固定する固定具と、前記上梁部材と前記下梁
部材とのそれぞれに固定されてなる受梁と、を備え、前記各分割補強壁の上端部と下端部
は、前記上梁部材に固定された受梁と前記下梁部材に固定された受梁に、それぞれ固定具
で固定されていることを特徴とする耐震構造体を提供するものである。
【００１３】
　本発明によれば、左右の柱と上下の梁部材とで形成した四角形枠の内部に、少なくとも
左右に２分割した四角形状の補強壁を嵌め込む。各分割補強壁は、予め複数本の角材を固
定具で仮連結したユニットとして構成されている。そして、複数本の角材で構成された左
の分割補強壁を左の柱に固定具で一括して固定し、複数本の角材で構成された右の分割補
強壁を右の柱に固定具で一括して固定し、左右の分割補強壁同士を固定具で固定する。
【００１４】
　このように、少なくとも左右に２分割した分割補強壁は、予め複数本の角材を固定具で
仮連結したユニットとして構成しているから、各分割補強壁は製材工場等で量産してスト
ックしておくことができ、その各分割補強壁は、施工現場で一括して２本の柱の間に取付
けることができる。そのため、施工現場での作業工程が減少して、耐震の施工時間が短縮
でき、施工コストが安くなる。角材は間伐材を利用できるから、材料コストも安くなる。
【００１５】
　本発明の耐震構造体は、新築中の家屋では、左右の柱と上下の梁部材とで骨組みされた
時点で四角形枠が構成され、既に完成した家屋では、既存の壁材を取り除いた時点で四角
形枠が構成されることになり、この四角形枠に補強壁を嵌め込むことになる。
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【００１６】
　特に、新築中に家屋では、１階の梁と土台との間、または２階の梁と１階の梁との間の
四角形枠の寸法は規格通りに施工されている。その四角形枠の内部に、これも規格通りに
製材工場等で製造された補強壁を隙間無くダイレクトに嵌め込むことが可能となり、それ
だけ強力に耐震性能を向上させることができる。
　また、上記構成によれば、各分割補強壁の上端部と下端部も上梁部材に固定された受梁
と下梁部材に固定された受梁に、固定具でそれぞれ固定するから、各分割補強壁の四側面
が四角形枠に固定されるので、各分割補強壁の強度が向上するようになる。
【００１７】
　前記補強壁は、左右の柱の間で３分割され、３分割された補強壁の内、左の分割補強壁
を左の柱に固定する固定具と、右の分割補強壁を右の柱に固定する固定具と、中間の分割
補強壁を左の分割補強壁と右の分割補強壁とにそれぞれ固定する固定具とを備えている構
成とすることができる。
【００１８】
　この構成によれば、補強壁を左右の柱の間で３分割した場合でも、３分割した補強壁の
内、左の分割補強壁を左の柱に固定具で一括して固定し、右の分割補強壁を右の柱に固定
具で一括して固定する。最後に、中間の分割補強壁を左の分割補強壁と右の分割補強壁と
に固定具でそれぞれ一括して固定する。
【００１９】
　このように、左右に３分割した分割補強壁であっても、予め複数本の角材を固定具で仮
連結したユニットとして構成しているから、各分割補強壁は、一括して２本の柱の間に取
付けることができる。そのため、施工現場での作業工程が減少して、耐震の施工時間が短
縮でき、施工コストが安くなる。
【００２０】
　前記３ユニットの各分割補強壁は、前記固定具として、前記角材の先孔に圧入させたド
リフトピンとコーチボルトとの組み合わせを用いて、前記左の分割補強壁は、前記ドリフ
トピンで仮連結された状態で、コーチボルトが左の柱にねじ込まれることで、左の柱に固
定され、前記右の分割補強壁は、前記ドリフトピンで仮連結された状態で、コーチボルト
が右の柱にねじ込まれることで、右の柱に固定され、中間の分割補強壁は、ドリフトピン
で仮連結された状態で、コーチボルトが左右の分割補強壁にそれぞれねじ込まれることで
、左右の分割補強壁にそれぞれ固定される構成とすることができる。
【００２１】
　この構成によれば、汎用されている安価なドリフトピンとコーチボルトとで仮連結と固
定とができるから、連結、固定用の固定具コストが安価であるとともに、これらの固定具
による仮連結と固定も汎用工具で簡単かつ迅速に行うことができる。
【００２２】
　前記中間の分割補強壁には、コーチボルトの頭部を正面側若しくは裏面側からねじ込み
操作するための溝が形成されている構成とすることができる。
【００２３】
　この構成によれば、中間の分割補強壁に溝を形成することで、コーチボルトの頭部を正
面側若しくは裏面側から左右の分割補強壁にそれぞれねじ込み操作することができるよう
になる。
【００２６】
　前記各分割補強壁の突き合わせ端部の間に、ダボが打ち込まれている構成とすることが
できる。
【００２７】
　この構成によれば、各分割補強壁の突き合わせ端部の間にダボを打ち込むことで、各分
割補強壁のずれを抑制できるようになる。
【００２８】
　前記いずれかの耐震構造体が組み込まれた耐震家屋の構成とすることができる。
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【００２９】
　この構成によれば、新築中の家屋、あるいは既に完成した家屋であっても、短期間で、
コスト安に耐震性を向上させることができる。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明によれば、施工現場での作業工程が減少して、耐震の施工時間が短縮でき、施工
コストが安くなる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明に係る耐震構造体を室内側から見た正面図である。
【図２】（ａ）は耐震構造体を間仕切り壁とした使用した側面断面図、（ｂ）は耐震構造
体を外壁とした使用した側面断面図である。
【図３】（ａ）は図１の平面断面図、（ｂ）は上梁部材の要部正面図、（ｃ）は（ｂ）の
側面断面図である。
【図４】（ａ）は下梁部材の要部正面図、（ｂ）は（ａ）の側面断面図、（ｃ）は床組取
合の要部斜視図である。
【図５】（ａ）はコーチボルトの正面図、（ｂ）は（ａ）の側面図、（ｃ）はドリフトピ
ンの側面図である。
【図６】左右の分割補強壁であり、（ａ）（ｂ）はユニット化する工程の斜視図である。
【図７】中間の分割補強壁であり、（ａ）（ｂ）はユニット化する工程の斜視図である。
【図８】（ａ）は受梁を固定する工程の斜視図、（ｂ）は右側の分割補強壁を嵌め込む工
程の斜視図である。
【図９】（ａ）は右側の分割補強壁を固定する工程の斜視図、（ｂ）は左側の分割補強壁
を嵌め込み・固定する工程の斜視図である。
【図１０】（ａ）は中央の分割補強壁を嵌め込み・固定する工程の斜視図、（ｂ）はダボ
を打ち込む工程の斜視図である。
【図１１】（ａ）（ｂ）は変形例の分割補強壁の模式図である。
【図１２】特許文献１の耐震構造体であり、（ａ）は耐震構造体の施工前の斜視図、（ｂ
）は耐震構造体の施工後の正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　以下、本発明を実施するための形態について、図面を参照しながら詳細に説明する。な
お、背景技術と同一構成・作用の箇所は、同一番号を付して詳細な説明を省略する。
【００３３】
　図１は耐震構造体を室内側から見た正面図である。図２（ａ）は耐震構造体を間仕切り
壁とした使用した側面断面図、（ｂ）は耐震構造体を外壁とした使用した側面断面図であ
る。
【００３４】
　図３（ａ）は図１の平面断面図、（ｂ）は上梁部材７の要部正面図、（ｃ）は（ｂ）の
側面断面図である。図４（ａ）は下梁部材６の要部正面図、（ｂ）は（ａ）の側面断面図
、（ｃ）は床組取合の要部斜視図である。
【００３５】
　図５（ａ）はコーチボルト２２の正面図、（ｂ）は（ａ）の側面図、（ｃ）はドリフト
ピン２３の側面図である。
【００３６】
　図１のように、隣り合う左右の柱４，５と、この左右の柱４，５の間の上下に位置する
上梁部材（横架材）７と下梁部材（土台）６とで、内部に四角形状の空間を形成した四角
形枠１０が構成されている。なお、１１は基礎コンクリート、１２は合板（床材）である
。
【００３７】
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　四角形枠１０の内部の空間に、少なくとも左右に２分割（本例では３分割）された四角
形状の補強壁２０が嵌め込まれている。３分割の分割補強壁２０Ａ，２０Ｂ，２０Ｃは、
予め複数本（本例では９本）の角材（例えば９０ｍｍ角）１３－１～１３－９を３本ずつ
ドリフトピン２３で仮連結したユニットとして構成されている。なお、各角材１３－１～
１３－９は９本に限られるものではなく、また、仮連結は３本に限られるものではない。
【００３８】
　四角形枠１０は、新築中の家屋では、左右の柱４，５と上下の梁部材７，６とで骨組み
された時点で構成され、既に完成した家屋では、既存の壁材を取り除いた時点で構成され
ることになる。
【００３９】
　左右に３分割された分割補強壁２０Ａ～２０Ｃの内、左の分割補強壁２０Ａと右側の分
割補強壁２０Ｂは、図６（ａ）のように、３本の角材１３－１～１３－３と１３－７～１
３－９の上端部１３ａと下端部１３ｂにそれぞれ切り欠き加工を施す。その後、矢印のよ
うに、３本の角材１３－１～１３－３と１３－７～１３－９とをそれぞれ横に並べて、３
本組で仮止めする。
【００４０】
　この状態で、内側となる角材１３－３と１３－７の側面にコーチボルト（固定具）２２
〔図５（ａ）（ｂ）参照〕の頭部を沈めるための座掘をした後、３本の角材１３－１～１
３－３と１３－７～１３－９を貫通するコーチボルト２２の先孔２２ａをあける。また、
ドリフトピン（固定具）２３の先孔２３ａもあける。本例では、コーチボルト２２の先孔
２２ａは、角材１３の長さ方向の略４等分位置の３箇所、ドリフトピン２３の先孔２３ａ
は、コーチボルト２２の先孔２２ａの周囲の２箇所（計６箇所）としているが、これに限
らない。
【００４１】
　そして、図６（ｂ）のように、３本の角材１３－１～１３－３と１３－７～１３－９に
ドリフトピン２３をそれぞれ打ち込んで（圧入）、３本の角材１３－１～１３－３と１３
－７～１３－９を仮連結したユニットとする。また、３本の角材１３－１～１３－３と１
３－７～１３－９の先孔２２ａにコーチボルト２２をそれぞれ入れておく。
【００４２】
　この場合、ドリフトピン２３の先端は、角材１３－１と１３－９の外面よりも突出させ
ないようにし、ドリフトピン２３の元端は、柱４，５の幅の約半分程度の長さで角材１３
－３と１３－７の内面よりも突出させておく。すなわち、ドリフトピン２３を柱４，５に
打ち込むためである。
【００４３】
　また、コーチボルト２２の先端は、角材１３－１と１３－９の外面よりも突出させない
ようにし、コーチボルト２２の頭部は、柱４，５の幅の約半分程度の長さで角材１３－３
と１３－７の内面よりも突出させておく。すなわち、コーチボルト２２を柱４，５にねじ
込むためである。
【００４４】
　また、中間の分割補強壁２０Ｃは、図７（ａ）のように、３本の角材１３－４～１３－
６の上端部１３ａと下端部１３ｂにそれぞれ切り欠き加工を施すとともに、両側の角材１
３－４，１３－６の長さ方向の略５等分位置の４箇所に、長さ方向に互い違いとなるよう
に、コーチボルト２２の頭部を正面（若しくは裏面）側からねじ込み操作するための溝１
３ｃの加工をそれぞれ施す。その後、矢印のように、３本の角材１３－４～１３－６を横
に並べて、３本組で仮止めする。
【００４５】
　この状態で、両側の角材１３－４，１３－６の各溝３ｃに対応させて、２本の角材１３
－５，１３－６と１３－４，３－５を貫通するコーチボルト２２の先孔２２ａをあける。
また、ドリフトピン２３の先孔２３ａもあける。本例では、コーチボルト２２の先孔２２
ａは、各角材１３－４～１３－６の長さ方向の略５等分位置の４箇所、ドリフトピン２３
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の先孔２３ａは、各溝３ｃの両側位置の８箇所としているが、これに限らない。
【００４６】
　そして、図７（ｂ）のように、３本の角材１３－４～１３－６にドリフトピン２３をそ
れぞれ打ち込んで（圧入）、３本の角材１３－４～１３－６を仮連結したユニットとする
。また、３本の角材１３－４～１３－６のコーチボルト２２の先孔２２ａに、頭を溝１３
ｃに嵌め合わせた状態で、座金を付けたコーチボルト２２をそれぞれ入れておく。
【００４７】
　この場合、ドリフトピン２３の先端と元端は、角材１３－４と１３－６の外面よりも突
出させないようにしておく。
【００４８】
　また、コーチボルト２２の先端は、角材１３－４と１３－６の外面よりも突出させない
ようにし、コーチボルト２２の頭部は、角材１３の幅の約半分程度の長さで、角材１３－
４と１３－６の溝３ｃの内部において角材１３－５よりも突出させておく。すなわち、コ
ーチボルト２２を分割補強壁２０Ａ，２０Ｂにねじ込むためである。
【００４９】
　このように、予め９本の角材１３－１～１３－３，１３－４～１３－６，１３－７～１
３－９をドリフトピン２３で仮連結した３ユニットとして各分割補強壁２０Ａ～２０Ｃを
構成する工程は、製材工場等で量産してストックしておくことができる。
【００５０】
　一方、施工現場においては、図８（ａ）のように、上梁部材７の下面と下梁部材６の上
面に受梁２４をコーチボルト２２でそれぞれ固定する〔図３（ｂ）（ｃ）、図４（ａ）（
ｂ）参照〕。
【００５１】
　そして、図８（ｂ）のように、一方（本例では右側）の分割補強壁２０Ｂを四角形枠１
０の内部に嵌め込んで、右端の角材１３－９を右側の柱５に沿わせた状態で、上端部１３
ａと下端部１３ｂの切り欠きを上下の受梁２４にそれぞれ嵌め合わせる。
【００５２】
　その後、図９（ａ）のように、ドリフトピン２３の元端は、左端の角材１３－７の内面
にめり込むまで右側の柱５に打ち込む。また、コーチボルト２２を工具（例えばインパク
トレンチ等）で締め付けることで、分割補強壁２０Ｂを右側の柱５に固定する。
【００５３】
　その後、各角材１３－７～１３－９の上端部１３ａと下端部１３ｂは、図３（ｂ）（ｃ
）、図４（ａ）（ｂ）のように、上下の受梁２４に複数本（本例では４本）の釘（固定具
）２１でそれぞれ固定する。
【００５４】
　ついで、図９（ｂ）のように、同様にして、他方（本例では左側）の分割補強壁２０Ａ
を左側の柱４と上下の受梁２４に固定する。
【００５５】
　この状態で、図１０（ａ）のように、左右の分割補強壁２０Ａ，２０Ｂの間に中間の分
割補強壁２０Ｃが密着するように、中間の分割補強壁２０Ｃの横幅を工具（かんな等）で
微調整しながら、左右の分割補強壁２０Ａ，２０Ｂの間に嵌め込む。
【００５６】
　そして、コーチボルト２２を工具（例えばインパクトレンチ等）で締め付けることで、
中間の分割補強壁２０Ｃを左の分割補強壁２０Ａと右の分割補強壁２０Ｂとに固定する。
【００５７】
　その後、各角材１３－４～１３－６の上端部１３ａと下端部１３ｂは、上下の受梁２４
に複数本（本例では４本）の釘（固定具）２２でそれぞれ固定する。
【００５８】
　最後に、図１０（ｂ）のように、各分割補強壁２０Ａ～２０Ｃの突き合わせ端部の間に
、上下方向の適当な間隔で先孔をそれぞれあけて、適当個数（本例では計８個）の木製ダ



(8) JP 6134500 B2 2017.5.24

10

20

30

40

50

ボ２５を打ち込む。これにより、耐震構造体の現場での施工が完了する。なお、必要に応
じて角材１３－４，１３－６の溝１３ｃの穴埋めをおこなってもよい。
【００５９】
　前記のような耐震構造体であれば、柱４，５と梁部材６，７とで形成した四角形枠１０
の内部に、３分割した四角形状の補強壁２０Ａ～２０Ｃを嵌め込む。各分割補強壁２０Ａ
～２０Ｃは、予め９本の角材１３－１～１３－９を３本ずつドリフトピン２３で仮連結し
たユニットとして構成されている。
【００６０】
　そして、３本の角材１３－１～１３－３で構成された左の分割補強壁２０Ａを左の柱４
にコーチボルト２２で一括して固定する。また、３本の角材１３－７～１３－９で構成さ
れた右の分割補強壁２０Ｂを右の柱５にコーチボルト２２で一括して固定する。さらに。
３本の角材１３－４～１３－６で構成された中間の分割補強壁２０Ｃを左右の分割補強壁
２０Ａ，２０Ｂにコーチボルト２２で一括して固定する。
【００６１】
　このように、３分割した分割補強壁２０Ａ～２０Ｃは、予め９本の角材１３－１～１３
－９を３本ずつドリフトピン２３で仮連結したユニットとして構成している。したがって
、各分割補強壁２０Ａ～２０Ｃは、製材工場等で量産してストックしておくことができ、
その各分割補強壁２０Ａ～２０Ｃは、施工現場で一括して２本の柱４，５の間に取付ける
ことができる。そのため、施工現場での作業工程が減少して、耐震の施工時間が短縮でき
、施工コストが安くなる。角材は間伐材を利用できるから、材料コストも安くなる。
【００６２】
　かかる耐震構造体は、新築中の家屋では、左右の柱４，５と上下の梁部材６，７とで骨
組みされた時点で四角形枠１０が構成され、既に完成した家屋では、既存の壁材を取り除
いた時点で四角形枠１０が構成されることになり、この四角形枠１０に補強壁２０を嵌め
込むことになる。
【００６３】
　特に、新築中に家屋では、１階の梁部材７と土台（梁部材）６との間（または２階の梁
と１階の梁との間）の四角形枠１０の寸法は規格通りに施工されている。その四角形枠１
０の内部に、これも規格通りに製材工場等で製造された補強壁２０（２０Ａ～２０Ｃ）を
隙間無くダイレクトに嵌め込むことが可能となり、それだけ強力に耐震性能を向上させる
ことができる。
【００６４】
　また、汎用されている安価なドリフトピン２３とコーチボルト２２とで仮連結と固定と
ができるから、連結、固定用の固定具コストが安価であるとともに、これらの固定具によ
る仮連結と固定も汎用工具で簡単かつ迅速に行うことができる。
【００６５】
　さらに、中間の分割補強壁２０Ｃの角材１３－４，１３－６に溝３ｃを形成することで
、コーチボルト２２の頭部を正面側若しくは裏面側から左右の分割補強壁２０Ａ，２０Ｂ
にそれぞれねじ込み操作することができるようになる。
【００６６】
　また、各分割補強壁２０Ａ～２０Ｃの上端部１３ａと下端部１３ｂも上梁部材７と下梁
部材６の受梁２４に釘２１でそれぞれ固定するから、各分割補強壁２０Ａ～２０Ｃの四側
面が四角形枠１０に固定されるので、各分割補強壁２０Ａ～２０Ｃの強度が向上するよう
になる。
【００６７】
　さらに、各分割補強壁２０Ａ～２０Ｃの突き合わせ端部の間にダボ２５を打ち込むこと
で、各分割補強壁２０Ａ～２０Ｃのずれを抑制できるようになる。
【００６８】
　前記耐震構造体を組み込む耐震家屋は、新築中の家屋、あるいは既に完成した家屋のい
ずれであっても、短期間で、コスト安に耐震性を向上させることができる。
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　前記実施形態では、３本の角材１３－１～１３－３，１３－４～１３－６，１２－７～
１３－９をドリフトピン２３でそれぞれ仮連結したユニットとして、３分割の分割補強壁
２０Ａ～２０Ｃを構成したが、図１１（ａ）の模式図のように、左右に２分割した分割補
強壁２０Ａ，２０Ｂであってもよい。この場合には、左の分割補強壁２０Ａを左の柱４に
コーチボルト２２で固定し、右の分割補強壁２０Ｂを右の柱５にコーチボルト２２で固定
し、左右の分割補強壁２０Ａ，２０Ｂ同士をコーチボルト２２で固定すればよい。
【００７０】
　また、図１１（ｂ）のように、左右に４分割した分割補強壁２０Ａ～２０Ｄであっても
よい。この場合には、左の２枚の分割補強壁２０Ａ、２０Ｃを左の柱４にコーチボルト２
２で同時に固定し、右の２枚の分割補強壁２０Ｂ，２０Ｄを右の柱５にコーチボルト２２
で同時に固定し、左右の分割補強壁２０Ｃ，２０Ｄ同士をコーチボルト２２で固定すれば
よい。なお、５分割以上であっても、同様にして左右の柱４，５に固定することができる
。
【００７１】
　前記実施形態において、各分割補強壁２０Ａ～２０Ｄは、複数本の角材１３－１～１３
－９をドリフトピン２３で仮連結したユニットとして構成する必要は必ずしもなく、１枚
板でも可能である。また、角材だけに限られるものではなく、角材と平板とを組み合わせ
たものでもよい。
【符号の説明】
【００７２】
４，５　柱
６　　　下梁部材
７　　　上梁部材
１０　　四角形枠
１３－１～１３－９　角材
２０　　　補強壁
２０Ａ～２０Ｃ　分割補強壁
２１　　釘（固定具）
２２　　コーチボルト（固定具）
２３　　ドリフトピン（固定具）
２４　　受梁
２５　　ダボ
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